
一
頁

法
嗣
殿

高
田
派
青
年
会

新
会
長
就
任
記
念

高
田
派
青
年
の
集
い
本
寺
大
会
に
つ
い
て

弓

削

弘

胤

総

務

巻 頭 言

こ
の
た
び
、
令
和
六
年
六
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
法
嗣
殿
が
本
寺
専
修
寺
に
お
い
て
青
年
会

会
長
の
就
任
大
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
教
学
担
当
総
務
と
し
て
本
大
会
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
意
義
深
い
大
会
に
際
し
、
親
鸞
聖
人
が
発
願
し
、
創
建
さ
れ
た
本
寺
専
修
寺
の
崇
高
な
精
神
を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
寺
専
修
寺
は
、
高
田
派
の
歴
史
と
教
え
を
象
徴
す
る
聖
地
で
あ
り
、
私
た
ち
の
信
仰
に

お
い
て
こ
の
上
な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
教
え
と
精
神
を
受
け
継
ぐ
本
寺
専
修
寺
へ
の
崇
敬
は
、
私
た

ち
を
正
し
い
道
へ
導
く
た
め
の
礎
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
本
大
会
を
と
お
し
て
、
若
い
高
田
派
僧
侶
の
皆
さ
ま
が
こ

の
崇
高
な
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
に
向
か
っ
て
信
仰
の
灯
を
と
も
し
て
い
く
姿
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
い
な

一



二
頁

る
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
本
大
会
は
、
『
念
仏
高
田
の
源
流
』
と
題
し
、
真
宗
高
田
派
鑑
学
・
真
宗
高
田
派
誓
元
寺
住
職
の
栗
原

廣
海
師
か
ら
本
寺
に
お
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
田
の
創
建
と
浄
土
信
仰
の
風
土
か
ら
関
東
に
お
け
る

浄
土
信
仰
、
『
和
讃
』
や
『
ご
消
息
』
か
ら
親
鸞
聖
人
の
諸
仏
菩
薩
・
神
祇
観
な
ど
、
少
し
時
間
を
延
長
し
て
熱
の

こ
も
っ
た
ご
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。

当
日
宿
泊
し
た
「
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
宇
都
宮
」
に
お
い
て
新
会
長
就
任
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
新
会
長
で
あ
ら
れ

る
法
嗣
殿
か
ら
今
後
の
高
田
派
青
年
会
の
在
り
方
や
思
い
を
熱
く
語
ら
れ
、
高
田
派
青
年
会
の
結
束
を
強
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
午
前
中
だ
け
の
日
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
稲
田
山
西
念
寺
と
新
居
山
稱
名
寺
を
お
訪
ね
い
た
し
ま

し
た
。
西
念
寺
は
別
名
「
稲
田
御
坊
」
と
呼
ば
れ
、
親
鸞
聖
人
が
妻
子
と
も
ど
も
こ
の
地
に
草
庵
を
結
び
、
浄
土
真

宗
の
根
本
聖
典
で
あ
る
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
を
こ
こ
で
著
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
稱
名
寺

は
真
仏
上
人
を
開
祖
に
招
き
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
ご
寺
院
も
ご
住
職
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

法
嗣
殿
が
、
高
田
派
青
年
会
新
会
長
就
任
記
念
大
会
を
本
寺
で
さ
れ
た
こ
と
は
、
親
鸞
聖
人
が
関
東
各
地
を
ご
教

巻 頭 言
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三
頁

化
中
に
栃
木
県
真
岡
市
高
田
の
地
に
一
宇
を
建
立
し
、
専
修
念
仏
の
根
本
道
場
と
さ
れ
、
長
野
の
善
光
寺
か
ら
お
迎

え
し
た
一
光
三
尊
仏
を
ご
本
尊
と
し
て
ご
安
置
さ
れ
た
本
寺
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
な
ぞ
ら
れ
た
と
、
感
慨
深
い

ご
縁
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
本
寺
専
修
寺
並
び
に
本
山
専
修
寺
に
対
す
る
崇
敬
の
念
は
、
私
た
ち
高
田
派
の
す
べ
て
の
ご
寺
院
の
住
職

並
び
に
寺
族
関
係
者
各
位
が
共
有
す
べ
き
大
切
な
信
仰
の
源
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
聖
地
が
私
た
ち
に
与
え
る
精

神
的
な
お
導
き
は
日
々
の
宗
教
活
動
や
檀
信
徒
の
教
化
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
信
仰
を
よ

り
深
く
強
固
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
崇
敬
の
念
を
深
く
理
解
し
、
そ
れ
を
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
広
め
、
そ
の
精
神
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
、
共
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
就
任
大
会
で
示
さ
れ
た
高
田
派
青
年
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
熱
意
と
決
意
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
が
本
寺
専
修
寺
と
本
山
専
修
寺
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
の
精
神
を
引
き
継
ぐ

こ
と
は
、
私
た
ち
高
田
派
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
も
の
で
す
。

今
後
も
、
す
べ
て
の
高
田
派
関
係
寺
院
の
皆
さ
ま
が
こ
の
崇
高
な
精
神
を
共
有
し
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

宗
門
護
持
発
展
の
た
め
、
ご
支
援
・
ご
助
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

巻 頭 言
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四
頁

宗

達

宗

達

第
一
二
〇
九
号

法
主
殿
来
る
令
和
六
年
十
一
月
二
十
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
真
宗
高
田
派
専
修
寺
福
井
別
院
報
恩
講
に
御
親
修
御
親
教
相
成

る

令
和
六
年
七
月
三
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

宗

達

第
一
二
一
〇
号

法
主
殿
来
る
令
和
六
年
十
二
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
真
宗
高
田
派
専
修
寺
神
戸
別
院
報
恩
講
に
御
親
修
御
親
教
相
成
る

令
和
六
年
七
月
三
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

宗

達

第
一
二
一
一
号

法
主
殿
来
る
令
和
六
年
九
月
二
十
二
日
讃
佛
会
に
御
親
教
相
成
る

令
和
六
年
七
月
十
六
日

四



五
頁

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

宗

達

第
一
二
一
二
号

法
主
殿
来
る
令
和
六
年
十
月
三
日
、
四
日
真
宗
高
田
派
専
修
寺
北
海
道
別
院
報
恩
講
に
御
親
修
御
親
教
相
成
る

令
和
六
年
八
月
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

宗

告

宗

告

第
一
一
七
一
号

来
る
令
和
六
年
九
月
十
九
日
よ
り
同
二
十
五
日
ま
で
讃
佛
会
執
行
相
成
る

令
和
六
年
八
月
十
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

五



六
頁

宗

告

第
一
一
七
二
号

来
る
令
和
六
年
十
一
月
三
日
よ
り
同
四
日
ま
で
納
骨
堂
法
会
執
行
相
成
る

一
、
日

時

三
日
、
四
日

納
骨
堂

午
前
十
時
三
十
分

御
影
堂

午
前
十
一
時
（
洪
鐘
撞
止
）

一
、
参

勤

者

一
般
寺
院

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
六
年
八
月
二
十
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

宗

告

第
一
一
七
三
号

来
る
令
和
六
年
十
一
月
五
日
よ
り
同
十
日
ま
で
秋
法
会
執
行
相
成
る

一
、
新
加
入
法
会

五
日
、
六
日
、
七
日

一
、
参

勤

者

一
般
寺
院

六



七
頁

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
六
年
八
月
二
十
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

宗

告

第
一
一
七
四
号

来
る
令
和
六
年
十
一
月
八
日
よ
り
同
十
日
ま
で
資
堂
講
法
会
執
行
相
成
る

令
和
六
年
八
月
二
十
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

七



八
頁

任

免

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

依
請
解
其
職

本
寺
専
修
寺
責
任
役
員

白
井

融
光

本
寺
専
修
寺
責
任
役
員

長
岡

辰
夫

本
寺
専
修
寺
総
代

白
井

融
光

本
寺
専
修
寺
総
代

長
岡

辰
夫

本
寺
専
修
寺
総
代

保
坂

武
次

本
寺
専
修
寺
評
議
員

豊
田

征
巳

本
寺
専
修
寺
評
議
員

谷
畑

至
保

本
寺
専
修
寺
評
議
員

谷
畑

宣
夫

本
寺
専
修
寺
評
議
員

日
下
田
圭
治

本
寺
専
修
寺
理
財
員

豊
田

征
巳

令
和
六
年
四
月
一
日

本
寺
専
修
寺
責
任
役
員
を
命
ず
る

寿
松
寺
住
職

柳

貴
宗

本
寺
専
修
寺
責
任
役
員
を
委
嘱
す
る

本
寺
専
修
寺
同
行

保
坂

武
次

本
寺
専
修
寺
総
代
を
命
ず
る

寿
松
寺
住
職

柳

貴
宗

本
寺
専
修
寺
総
代
を
委
嘱
す
る本

寺
専
修
寺
同
行

谷
畑

泰
彦

本
寺
専
修
寺
同
行

飯
塚

茂

本
寺
専
修
寺
同
行

保
坂

武
次

遍
照
寺
同
行

豊
田

征
巳

本
寺
専
修
寺
評
議
員
を
委
嘱
す
る

本
寺
専
修
寺
同
行

増
渕

勇

本
寺
専
修
寺
同
行

小
堀

重

本
寺
専
修
寺
同
行

橋
本

中
平

本
寺
専
修
寺
同
行

岩
沼

正

本
寺
専
修
寺
同
行

本
田

輝
男

本
寺
専
修
寺
同
行

長
岡

曻
栄

本
寺
専
修
寺
同
行

谷
畑

隆

本
寺
専
修
寺
同
行

高
橋

則
夫

本
寺
専
修
寺
同
行

髙
松

弘
道

遍
照
寺
同
行

野
澤

勝
男

遍
照
寺
同
行

菊
地

則
昭

遍
照
寺
同
行

中
野

正
夫

八



九
頁

寿
松
寺
同
行

髙
松

清
一

寿
松
寺
同
行

直
井

源
造

寿
松
寺
同
行

宮
内

朝
男

寿
松
寺
同
行

池
葉

洋

本
寺
専
修
寺
佑
事
を
命
ず
る

遍
照
寺
住
職

白
井

融
光

寿
松
寺
住
職

柳

貴
宗

本
寺
専
修
寺
理
財
員
を
委
嘱
す
る

本
寺
専
修
寺
評
議
員

本
田

輝
男

本
寺
専
修
寺
評
議
員

髙
松

清
一

本
寺
専
修
寺
評
議
員

野
澤

勝
男

本
寺
専
修
寺
評
議
員

増
渕

勇

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日

依
請
解
其
職

神
戸
別
院
評
議
員

森
下

良
雄

神
戸
別
院
評
議
員

古
市

良
子

神
戸
別
院
評
議
員

杉
本

節
子

神
戸
別
院
理
財
員

森
下

良
雄

令
和
六
年
六
月
一
日

神
戸
別
院
評
議
員
を
委
嘱
す
る神

戸
別
院
世
話
方

伊
藤

彰

神
戸
別
院
世
話
方

佐
野

輝
夫

神
戸
別
院
婦
人
部

川
崎

敏
子

神
戸
別
院
婦
人
部

渡
辺

正
子

神
戸
別
院
理
財
員
を
委
嘱
す
る神

戸
別
院
評
議
員

佐
野

輝
夫

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日

依
請
解
其
職

横
浜
別
院
乗
願
寺
評
議
員

田
中

文
子

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日

横
浜
別
院
乗
願
寺
総
代
を
委
嘱
す
る

横
浜
別
院
乗
願
寺
同
行

武
田

彰
義

横
浜
別
院
乗
願
寺
評
議
員
を
委
嘱
す
る

横
浜
別
院
乗
願
寺
同
行

武
田

静
子

令
和
六
年
七
月
十
日

任

録
事
心
得
を
命
ず
る

録
事
見
習

田
中

光
明

九



一
〇
頁

組
長
交
代

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

依
請
解
其
職

三
重
第
二
十
六
組
組
長

日
野

雅
道

三
重
第
二
十
六
組
組
長
を
命
ず
る

眞
臺
寺
住
職

日
野

倫
弘

令
和
六
年
七
月
一
日

依
請
解
其
職

三
重
第
二
十
二
組
東
部
組
長

鷹
阪

秀
章

三
重
第
二
十
二
組
東
部
組
長
を
命
ず
る

見
潮
寺
住
職

西
居

明
秀

令
和
六
年
七
月
三
十
一
日

依
請
解
其
職

三
重
第
十
一
組
東
部
西
部
組
長

齋
藤

正
宏

依
請
解
其
職

三
重
第
十
一
組
東
部
西
部
副
組
長

瀧

友
則

令
和
六
年
八
月
一
日

三
重
第
十
一
組
東
部
西
部
組
長
を
命
ず
る満

昌
寺
住
職

瀧

友
則

三
重
第
十
一
組
東
部
西
部
副
組
長
を
命
ず
る

浄
泉
寺
住
職

齋
藤

正
宏

住
職
拝
命

令
和
六
年
七
月
二
十
九
日

三
重
県
桑
名
市
南
寺
町


崇
寺
副
住
職

誓
山

良
明

補


崇
寺
住
職

東
京
都
港
区
赤
坂

正
福
寺
副
住
職

英

照
壽

補

正
福
寺
住
職

三
重
県
津
市
芸
濃
町
河
内

成
覚
寺
衆
徒

小
松

浩
演

補

成
覚
寺
住
職

依
請
解
其
職

成
覚
寺
住
職

小
松

大
演

一
〇



一
一
頁

住
職
代
務
者

令
和
六
年
六
月
十
七
日

岐
阜
県
海
津
市
海
津
町
高
須
町

西
林
寺
住
職

柳
島

法
善

岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
東
津
汲

補

即
現
寺
住
職
代
務
者

令
和
六
年
七
月
一
日

三
重
県
亀
山
市
西
町

誓
昌
院
住
職

梅
林

清
香

三
重
県
亀
山
市
安
知
本
町

補

法
善
寺
住
職
代
務
者

得

度

令
和
六
年
七
月
二
十
九
日

東
京
都
台
東
区
元
浅
草

寶
樹
院

亮
清

准
上
座
格
一
等

唯
念
寺
衆
徒

若
櫻
木
亮
清

愛
知
県
常
滑
市
保
示
町

悉
成
院

貞
芳

院
家
一
等

眞
福
寺
衆
徒

劉

芳
彦

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
倉
松
町

蓮
浄
院

邦
広

院
家
二
等

寿
福
寺
衆
徒

但
野

邦
宏

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
勝
山

相
念
院

侑
吾

院
家
二
等

光
善
寺
衆
徒

德
重

侑
吾

三
重
県
亀
山
市
布
気
町

清
明
院

星
賢

老
分
一
等

清
福
寺
衆
徒

長
岡

佑
星

三
重
県
亀
山
市
布
気
町

明
鏡
院

希
賢

老
分
一
等

清
福
寺
衆
徒

長
岡

岬
希

福
井
県
大
野
市
牛
ヶ
原

寿
光
院

秀
栄

老
分
一
等

榮
照
寺
衆
徒

藤
原

紗
栄

福
井
県
大
野
市
牛
ヶ
原

崇
光
院

美
季

老
分
一
等

榮
照
寺
衆
徒

藤
原

紗
季

福
井
県
福
井
市
西
天
田
町

正
就
院

涼
真

老
分
二
等

正
行
寺
衆
徒

佐
々
木
涼
平

一
一



一
二
頁

愛
知
県
名
古
屋
市
南
区
本
星
崎
町
字
大
道

至
心
院

教
涼

老
分
二
等

海
隣
寺
衆
徒

大
矢

涼
平

愛
知
県
名
古
屋
市
南
区
本
星
崎
町
字
大
道

信
楽
院

教
雪

老
分
二
等

海
隣
寺
衆
徒

大
矢

雪
平

身
分
堂
班

令
和
六
年
七
月
二
十
九
日

列

其
身
一
代
堂
班

院
家
二
等

院
家
一
等

院
家
首
席
二
等

院
家
首
席
一
等

准
上
座
格
三
等

清
福
寺
衆
徒

長
岡

星
賢

列

其
身
一
代
堂
班

院
家
二
等

院
家
一
等

院
家
首
席
二
等

院
家
首
席
一
等

准
上
座
格
三
等

清
福
寺
衆
徒

長
岡

希
賢

特
許
法
衣

令
和
六
年
七
月
二
十
九
日

一
、
薄
藤
色
八
藤
白
大
紋
差
袴
着
用
を
許
可
す
る

清
福
寺
衆
徒

長
岡

星
賢

一
、
薄
藤
色
八
藤
白
大
紋
差
袴
着
用
を
許
可
す
る

清
福
寺
衆
徒

長
岡

希
賢

還

俗

令
和
六
年
七
月
二
十
二
日

東
京
都
台
東
区
元
浅
草

本
行
寺
衆
徒

菅
原

拡
導

寺
院
解
散

令
和
六
年
七
月
二
日

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
赤
沢
「
長
泉
寺
」
を
解
散
す
る

一
二



一
三
頁

布
教
任
命

七
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

七
・
一

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

七
・
二

権
中
僧
都

中
村

宜
成

七
・
三

権
中
僧
都

生
桑

崇
等

七
・
四

権
中
僧
都

田
中

明
誠

七
・
五

権
中
僧
都

栗
真

光
暁

七
・
六

中

僧

都

佐
藤

弘
道

七
・
七

権
少
僧
都

真
置

信
海

七
・
八

権
中
僧
都

上
杉

祥
樹

七
・
九

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

七
・
一
〇

少

僧

都

岡

知
道

七
・
一
一

律

師

磐
城

英
嗣

七
・
一
二

権
少
僧
都

真
置

信
海

七
・
一
三

中

僧

都

青
木

義
成

七
・
一
四

権
中
僧
都

田
中

明
誠

七
・
一
五

少

僧

都

青
木

妙
法

七
・
一
六

律

師

隆

妙


七
・
一
七

大

律

師

北
畠

大
道

七
・
一
八

中

僧

都

南
部

義
幸

七
・
一
九

律

師

堤

一
真

七
・
二
〇

律

師

田
中

唯
聴

七
・
二
一

中

僧

都

戸
田

惠
信

七
・
二
二

律

師


尾

真
祐

七
・
二
三

律

師

北
畠

心
淳

七
・
二
四

権
中
僧
都

三
井

蓮
孝

七
・
二
五

中

僧

都

青
木

義
成

七
・
二
六

権
大
僧
都

松
田

信
慶

七
・
二
七

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

七
・
二
八

大

律

師

髙
島

光
憲

七
・
二
九

少

僧

都

上
田

英
典

七
・
三
〇

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

七
・
三
一

少

僧

都

岡

知
道

七
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

七
・
七

逮
夜

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

七
・
八

日
中

律

師

龍
池

宏
昭

七
・
九

逮
夜

少

僧

都

山
中

真
諭

七
・
一
〇

日
中

律

師

水
谷

忍
英

七
・
一
五

逮
夜

権
中
僧
都

栗
廼

隆
興

七
・
一
六

日
中

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

一
三



一
四
頁

八
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

八
・
一

権
中
僧
都

中
村

宜
成

八
・
二

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

八
・
三

律

師

若
林

妙
百

八
・
四

権
中
僧
都

上
杉

祥
樹

八
・
五

権
中
僧
都

田
中

明
誠

八
・
六

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

八
・
七

律

師

堤

一
真

八
・
八

権
中
僧
都

栗
真

光
暁

八
・
九

律

師

隆

妙


八
・
一
〇

律

師

松
山

智
慧

八
・
一
一

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

八
・
一
二

大

律

師

松
谷

慧
光

八
・
一
三

律

師

隆

妙


八
・
一
七

権
中
僧
都

三
井

蓮
孝

八
・
一
八

権
少
僧
都

真
置

信
海

八
・
一
九

律

師


尾

真
祐

八
・
二
〇

権
中
僧
都

中
村

宜
成

八
・
二
一

大

律

師

北
畠

大
道

八
・
二
二

少

僧

都

岡

知
道

八
・
二
三

権
大
僧
都

松
田

信
慶

八
・
二
四

中

僧

都

青
木

義
成

八
・
二
五

権
少
僧
都

真
置

信
海

八
・
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

八
・
二
七

中

僧

都

戸
田

惠
信

八
・
二
八

権
中
僧
都

田
中

明
誠

八
・
二
九

少

僧

都

上
田

英
典

八
・
三
〇

中

僧

都

青
木

義
成

八
・
三
一

大

律

師

髙
島

光
憲

八
月
御
影
堂
常
在
説
教

（
逮
夜
・
日
中
）

八
・
七

逮
夜

権
中
僧
都

村
上

英
俊

八
・
八

日
中

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

八
・
九

逮
夜

律

師

水
谷

忍
英

八
・
一
〇

日
中

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

歓
喜
会
説
教

八
・
一
四

晨
朝

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

日
中

大

僧

都

増
田

修
誠

八
・
一
五

晨
朝

律

師

田
中

唯
聴

日
中

中

僧

都

弓
削

弘
胤

八
・
一
六

晨
朝

権
中
僧
都

栗
廼

隆
興

日
中

中

僧

都

藤
谷

知
良

一
四



一
五
頁

高
田
慈
光
院

月
例
法
会

七
・
一
〇
、
一
六
、
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

八
・
一
〇
、
二
六

権
小
僧
都

髙
藤

英
光

報
徳
園

月
例
法
会

七
・
一
五

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

敬

弔

次
の
方
々
が
御
往
生
な
さ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
六
年

六
・
九

東
京
都
港
区
赤
坂

正
福
寺
住
職

英

法
悦

贈

権
中
僧
都

贈

中

僧

都

六
・
十
四

新
潟
県
長
岡
市
呉
服
町光

徳
寺
住
職

釜
島

顕
是

贈

大

律

師

六
・
二
十
九

三
重
県
津
市
白
山
町
古
市

千
福
寺
住
職

三
輪

弘
海

贈

権
大
僧
都

八
・
二

三
重
県
亀
山
市
野
村

永
信
寺
住
職

藤
本

光
信

贈

大

律

師

一
五



一
六
頁

第
九
十
八
回

仏
教
文
化
講
座
報
告

本
年
も
大
変
暑
い
中
、
法
主
殿
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
多

く
の
聴
講
の
皆
様
を
迎
え
て
、
第
九
十
八
回
仏
教
文
化
講

座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
し
た
。

八
月
一
日

法
主
殿
御
親
講

「
三
日
市
の
民
俗
信
仰
と
そ
の
起
源
」

御
親
講
で
は
ま
ず

「
太
子
守
宗
」
現
存
の
驚
き
、
と

、

題
さ
れ
て
、
日
本
国
内
広
し
と
言
え
ど
も
、
聖
徳
太
子
を

、

、

本
尊
と
し
て
い
る
寺
院
は
あ
り
そ
う
で
い
て

ま
ず
無
い

と
申
さ
れ
、
三
日
市
の
太
子
寺
は
聖
徳
太
子
が
紛
れ
も
な

、

。

、

く
本
尊
と
さ
れ
て
い
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た

そ
し
て

三
日
市
の
太
子
寺
と
如
来
寺
に
つ
い
て
、
三
日
市
で
現
存

す
る
、
太
子
像
と
善
光
寺
如
来
像
と
の
比
較
で
は
、
太
子

像
の
方
が
遙
か
に
秀
作
で
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
太
子

寺
が
主
で
あ
り
、
如
来
寺
が
従
と
見
て
も
間
違
い
で
は
な

い
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

、「

」

、

次
に

三
日
市
両
寺
の
歴
史
と
伝
承

と
題
さ
れ
て

太
子
自
ら
の
建
立
と
も
言
わ
れ
、
平
安
初
期
、
慈
覚
大
師

円
仁
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
と
も
、
さ
ら
に
聖
人
の
直
弟

で
あ
る
顕
智
・
善
念
両
上
人
に
よ
り
伊
勢
地
方
最
初
の
念

、「

」

仏
道
場
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

太
子
守
宗

に
類
す
る
信
仰
形
態
を
今
に
伝
え
る
、
三
日
市
の
信
仰
と

は
い
か
な
る
も
の
で
、
い
か
に
展
開
し
て
来
た
も
の
な
の

か
、
逐
一
考
察
し
て
み
た
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
、
ま
ず
、

「
慈
覚
大
師
円
仁
の
生
涯
と
そ
の
伝
承
」
に
つ
い
て
、
詳

し
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で

「
三
日
市
諸
寺
院

、

の
円
仁
草
創
伝
承
」
を
再
検
証
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
主
殿
に
よ
り
ま
す
と

「
寺
誌
」
や
「
縁
起
」
と
い

、

っ
た
基
本
史
料
の
欠
如
に
よ
り
、
歴
史
学
的
な
考
究
は
困

難
を
極
め
る
が
、
唯
一
、
文
献
史
料
と
し
て
採
用
で
き
そ

う
な
江
戸
時
代
の
書
写
記
録
が
摂
取
院
に
伝
存
し
て
お

り
、
そ
れ
を
提
供
し
て
頂
い
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
随
時

、

、

、

提
示
し
て
ゆ
き
た
い

と
述
べ
ら
れ

摂
取
院
蔵
の
記
録

「
由
緒
記
録

「
観
音
之
由
来
」
を
紹
介
さ
れ
、
検
討
さ

」、

れ
て
、
円
仁
と
三
日
市
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
伝
承
の

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

一
六



一
七
頁

域
を
脱
せ
ず
、
史
実
性
は
や
や
稀
薄
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
で
あ
る
。
著
名
な
高
僧
に
仮
託
さ
れ
た
伝
承
と

見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
大
い
に
注
意
を
払
う
べ
き
伝
承
だ

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。

次
に

「
親
鸞
聖
人
、
顕
智
・
善
念
上
人
と
三
日
市
」

、

と
題
さ
れ
て
、
特
に
善
念
上
人
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
古

地
図
に

「
顕
智
上
人
如
来
堂
」
と
共
に
「
善
念
上
人
太

、

子
堂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
、
と
申
さ
れ

て
、
太
子
寺
に
厳
存
す
る
善
念
上
人
の
秀
逸
な
肖
像
彫
刻

が

「
三
日
市
に
太
子
信
仰
を
将
来
し
、
定
着
さ
せ
た
の

、
は
私
善
念
な
の
だ
」
と
仰
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
お
示
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

、「

」

最
後
に

三
日
市
の
信
仰
を
い
か
に
位
置
付
け
る
か

と
題
さ
れ
て
、
私
見
と
し
て
、
三
日
市
の
信
仰
を
確
立
し

た
の
は
善
念
上
人
で
あ
り
、
顕
智
上
人
は
む
し
ろ
脇
役
だ

っ
た
と
し
た
い
、
と
も
述
べ
ら
れ
な
が
ら
、
真
慧
上
人
の

布
教
と
の
関
わ
り
も
指
摘
さ
れ
、
三
日
市
に
は
、
積
年
の

多
様
な
信
仰
が
重
層
的
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
、
と
言
わ
れ

た
上
で
、
今
回
、
慈
覚
大
師
円
仁
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳

し
く
調
べ
る
機
会
を
得
た
こ
と
で
、
慈
覚
大
師
円
仁
は
、

親
鸞
聖
人
の
関
東
布
教
、
高
田
派
の
引
声
念
仏
、
仏
教
文

化
講
座
を
始
め
ら
れ
た
堯
猷
上
人
と
関
係
の
深
い
人
で
あ

っ
た
、
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

八
月
二
日

大
谷
大
学
名
誉
教
授

親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
副
所
長

加
来

雄
之

先
生

「
危
機
の
時
代
と
真
宗
に
お
け
る
実
践

―
安
田
理
深
の
僧
伽
論
に
学
ぶ
―
」

、

、

、

は
じ
め
に
加
来
先
生
は

今
年
一
月

能
登
の
地
震
で

大
谷
派
の
多
く
の
お
寺
が
被
災
さ
れ
、
ご
本
山
に
陳
情
に

来
ら
れ
た
大
谷
派
の
ご
門
徒
が

「
お
寺
が
つ
ぶ
れ
て
し

、

ま
っ
て
、
聞
法
す
る
場
所
が
無
い
。
聞
法
を
す
る
場
所
を

」

。

作
っ
て
欲
し
い

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た

そ
れ
は
、
今
こ
そ
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
聞
き
直
し
て
、
困

難
と
い
う
も
の
を
受
け
止
め
て
立
ち
上
が
っ
て
い
こ
う
と

す
る
、
そ
う
い
う
自
己
、
そ
う
い
う
共
同
体
を
確
立
し
た

、

、

、

い

そ
う
い
う
陳
情
で
は
な
か
っ
た
の
か

と
述
べ
ら
れ

共
同
体
、
僧
伽
を
今
日
は
問
い
直
し
て
み
た
い
、
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
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加
来
先
生
は
、
安
田
理
深
氏
の
様
々
な
お
言
葉
を
紹
介

さ
れ
な
が
ら
、
私
た
ち
は
、
正
し
い
共
同
体
と
、
そ
れ
を

実
現
す
る
道
が
必
要
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
の
危
機
と
は
、

浄
土
真
宗
が
人
間
の
普
遍
的
課
題
で
あ
る
こ
の
共
同
体
の

要
求
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ

、

、

の
浄
土
真
宗
に
と
っ
て
の
危
機
を
受
け
と
め

引
き
受
け

転
機
と
し
て
い
く
実
践
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
親
鸞
聖
人
は
、
真
宗
の
救
い
を
「
現
生
正
定
聚
」
と

い
う
お
言
葉
で
示
さ
れ
、
そ
れ
は
、
邪
定
聚
や
不
定
聚
と

い
う
課
題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
そ
の
課
題
を
乗
り
越

え
た
境
地
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
二
つ
の
機
の
あ
り
方
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
こ
の
二

つ
の
あ
り
方
を
超
え
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
、
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
は
、
親
鸞
聖
人
の
『
教
行
証
文
類
』
で
、
高

田
本
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
て
、
大
谷
派
の
板
東
本
や
西

本
願
寺
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
、
二
つ
の
序
の
最
後

に
置
か
れ
て
い
る
二
つ
の
標
語
に
よ
っ
て
、
真
宗
の
救
い

が
「
正
定
聚
」
に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
、
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
加
来
先
生
は
、
安
田
理
深
氏
の
僧
伽
論
を
紹

介
さ
れ
、
僧
伽
を
は
っ
き
り
す
る
こ
と
で
、
真
宗
と
い
う

も
の
が
現
代
の
時
代
社
会
の
中
で
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
ち
、

僧
伽
に
よ
っ
て
お
浄
土
が
証
明
で
き
る
、
と
述
べ
ら
れ
、

真
宗
の
共
同
体
、
真
の
共
同
体
を
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
月
三
日

信
州
大
学
名
誉
教
授

牛
山

佳
幸

先
生

「
信
濃
善
光
寺
史
と
善
光
寺
信
仰
の
展
開
」

、

、

ま
ず
牛
山
先
生
は

信
濃
の
善
光
寺
の
歴
史
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

創
建
は
、
七
世
紀
後
半
で
、
天
武
天
皇
の
仏
教
奨
励
令

の
詔
が
契
機
で
あ
り
、
そ
し
て
、
当
初
は
、
創
建
に
関
わ

っ
た
氏
族
の
、
氏
寺
的
な
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
、
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
平
安
時
代
の
善
光
寺
に
つ
い
て
、
大
洪
水
に
よ

っ
て
高
台
移
転
し
た
こ
と
、
地
方
の
有
力
寺
院
へ
成
長
し

た
こ
と
、
そ
し
て
善
光
寺
参
詣
者
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
覚

忠
と
い
う
僧
が
、
善
光
寺
の
本
尊
像
の
姿
を
図
に
写
し
取
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っ
て
持
ち
帰
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
最
初
の
善
光
寺
縁

起
の
成
立
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
善
光
寺
に
つ
い
て
、
幕
府
に
保

護
さ
れ
、
将
軍
家
の
菩
提
所
で
あ
り
、
さ
ら
に
武
士
た
ち

は
、
い
つ
相
手
を
殺
す
か
、
自
分
が
殺
さ
れ
る
か
、
非
常

に
信
仰
心
が
あ
つ
く
、
善
光
寺
信
仰
が
流
行
し
、
全
国
各

地
に
善
光
寺
如
来
が
安
置
さ
れ
た
の
も
こ
の
鎌
倉
時
代
で

あ
り
、
さ
ら
に
、
宗
派
を
超
え
た
宗
教
者
が
参
詣
・
参
籠

し
、
親
鸞
聖
人
も
善
光
寺
信
仰
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
し
、
念
仏
聖
の
み
な
ら
ず
、
禅
宗
の
僧
も
参
詣
し

て
い
る
が
、
た
だ
、
日
蓮
一
派
だ
け
は
善
光
寺
を
痛
烈
に

批
判
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
室
町
時
代
に
は
、
幅
広
い
階
層
に
善
光
寺
信

仰
が
流
布
し
、
戦
国
時
代
の
苦
難
の
時
期
は
あ
っ
た
が
、

江
戸
時
代
に
は
、
善
光
寺
信
仰
が
庶
民
信
仰
と
し
て
、
旅

行
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
一
層
発
展
し
て
い
っ
た
、
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。、

、

、

最
後
に

牛
山
先
生
は

善
光
寺
信
仰
の
特
徴
と
し
て

善
光
寺
如
来
の
印
相
が
通
例
と
異
な
る
点
を
挙
げ
ら
れ
、

円
城
寺
の
覚
忠
が
写
し
取
っ
た
図
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

親
指
を
曲
げ
て
薬
指
と
接
し
て
い
て
、
霊
仏
、
霊
験
あ
ら

た
か
な
仏
と
受
け
取
ら
れ
、
四
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

、

、

の
も
と

現
当
二
世
の
救
済
を
叶
え
て
く
れ
る
仏
と
し
て

人
々
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
月
四
日

大
谷
大
学
名
誉
教
授

草
野

顕
之

先
生

「
親
鸞
伝
の
史
実
と
伝
承
」

草
野
先
生
は
、
今
回
の
ご
講
演
の
内
容
を
、
次
の
四
つ

に
分
け
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
は

「
親
鸞
伝
の
史
実
と
伝
承
」
に
関
心
を
持
っ

、

た
き
っ
か
け
と
し
て

『
御
伝
鈔
』
の
平
太
郎
伝
に
つ
い

、

て
。
第
二
は
、
史
実
が
何
ら
か
の
目
的
で
改
変
さ
れ
た
伝

承
と
し
て
、
吉
水
時
代
結
婚
伝
承
に
つ
い
て
。
第
三
は
、

後
世
に
何
ら
か
の
目
的
で
創
作
さ
れ
た
伝
承
と
し
て
、
一

時
帰
洛
・
一
寺
草
創
・
伊
勢
参
宮
・
数
珠
投
入
伝
承
に
つ

い
て
。
最
後
の
第
四
は
、
何
ら
か
の
史
実
を
物
語
と
し
て

伝
え
た
伝
承
と
し
て
、
逆
さ
竹
伝
承
・
幽
霊
済
度
伝
承
を

挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
様
々
な
伝
承
を
読
み
解
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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第
一
の
『
御
伝
鈔
』
の
平
太
郎
伝
に
つ
い
て
は
、
熊
野

へ
の
参
詣
、
そ
の
参
詣
の
是
非
を
親
鸞
聖
人
に
尋
ね
、
聖

人
か
ら
了
解
を
得
た
、
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
て
、

聖
人
の
思
想
か
ら
『
御
伝
鈔
』
の
平
太
郎
伝
に
違
和
感
を

持
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
熊
野
詣
の
平
太
郎
伝
も
、
覚

『

』

『

』

如
上
人
の

御
伝
鈔

よ
り
も
古
い

親
鸞
聖
人
御
因
縁

に
同
様
の
話
が
出
て
く
る
の
で
、
覚
如
上
人
は
地
方
の
伝

承
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
、
そ
う
い
う
様
々
な
伝
承
に
興
味
を
持
た
れ
た
、

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
の
吉
水
時
代
結
婚
伝
承
に
つ
い
て
は
、
玉
日
と
結

婚
さ
れ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
兼
実
の
娘
と
結
婚
し
た

と
す
る
の
は
、
聖
人
の
地
位
を
高
め
る
た
め
の
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
の
一
時
帰
洛
・
一
寺
草
創
・
伊
勢
参
宮
・
数
珠
投

、

、

入
伝
承
に
つ
い
て
は

九
つ
の
伝
承
本
を
比
較
検
討
さ
れ

、

、

高
田
派
の
学
僧

生
桑
完
明
先
生
の
お
言
葉
も
紹
介
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
本
の
特
徴
を
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

後
の
、
第
四
の
、
逆
さ
竹
伝
承
・
幽
霊
済
度
伝
承
に

、

、

つ
い
て
は

そ
の
背
景
に
親
鸞
聖
人
の
思
想
が
あ
っ
た
り

『
恵
信
尼
消
息
』
で
語
ら
れ
て
い
る
三
部
経
千
部
読
誦
の

伝
承
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
読
み
解
い
て
い
か
れ
ま
し
た
。

八
月
五
日

高
田
派
鑑
学

高
田
短
期
大
学
学
長清

水
谷
正
尊

先
生

「
親
鸞
伝
絵
の
成
立
と
そ
の
内
容
」

清
水
谷
先
生
は
、
今
年
の
六
月
八
日
に
大
谷
大
学
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
真
宗
連
合
学
会
大
会
に
お
き
ま
し
て

高
、「

田
本
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
の
題

目
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
講
座
に
お
き
ま
し
て
は
、

そ
の
時
の
発
表
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に

「
親
鸞
伝
絵
の
成
立
と
そ
の
内
容
」
の
講
題
の
も

、

と
、
四
本
の
『
親
鸞
伝
絵
』
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
分

か
り
易
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず

『
親
鸞
伝
絵
』
で
あ
る
制
作
者
・
覚
如
上
人
と

、

親
鸞
聖
人
の
関
係
は
「
親
鸞
聖
人
系
図
」
の
資
料
で
、
四

『

』

「

」

本
の

親
鸞
伝
絵

の
制
作
年
は

親
鸞
伝
絵
関
連
年
表

の
資
料
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
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そ
の
資
料
か
ら
要
点
を
列
記
し
ま
す
と
、

制
作
年
時

『

』（

）

。

一
二
九
五
年
十
月

親
鸞
伝
絵

初
稿
本

制
作

『

』（

）

。

一
二
九
五
年
十
二
月

親
鸞
伝
絵

高
田
本

制
作

『
親
鸞
伝
絵

（
琳
阿
本
）
奥
書
は
一
二
九
五
年
十
月

』、

。

で
あ
る
か
ら

初
稿
本
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

一
三
三
六
年

『
親
鸞
伝
絵

（
初
稿
本
）
焼
失
。

』

一
三
四
三
年

『
親
鸞
伝
絵

（
康
永
本
）
制
作
。

』

題
名高

田
本

『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』

琳
阿
本

『
善
信
聖
人
絵
』

康
永
本

『
本
願
寺
聖
人
伝
絵
』

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
て
い
る
絵
に
つ
い
て
は
、

高
田
本

四
番
目
の
（
上
巻
の
）
蓮
位
夢
想
と
、
八
番

目
の
入
西
鑑
察
が
な
い
。

琳
阿
本

蓮
位
夢
想
段
が
同
じ
く
な
い
。

八
番
目
の
入
西
鑑
察
は
、
覚
如
上
人
の
筆
跡

で
あ
る
が
後
に
書
き
足
し
た
も
の
が
あ
る
。

康
永
本

全
部
有
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
田
本
が
一
番
古
く
て
、
次
に
琳
阿

本
、
そ
の
次
に
康
永
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
に
異
を
唱
え
た
の
が
脊
古
真
哉
氏
は
論
文
で
あ

り
、
脊
古
氏
は
「
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
親
鸞
や
真

仏
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず

再
検
討
の
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
だ
け
例

を
挙
げ
て
お
く
と
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
の
奥
書
を

も
ち
、
現
存
最
古
の
も
の
と
さ
れ
る
『
親
鸞
伝
絵
』
で
あ

る
が
、
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
時
期
の
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
末
尾
の
親
鸞
墓
所
の
部
分
に
親
鸞
木
像
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
も
如
何
か
と
思
う
が
、
さ
ら
に
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
場
面
で
畳
が
敷
き
詰
め
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は

当
時
の
も
の
と
し
て
は
あ
り
得
な
い
描
写
で
あ
る
。
奥
書

の
年
紀
よ
り
は
相
当
製
作
年
代
の
降
る
も
の
と
み
る
の
が

適
切
で
あ
ろ
う

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対

。

し
て
清
水
谷
先
生
は
真
宗
連
合
学
会
大
会
に
お
い
て
以
上

の
説
明
と
次
の
説
明
で
脊
古
氏
の
誤
り
を
正
さ
れ
ま
し

た
。用

意
さ
れ
た
資
料
で

○
廟
堂
に
つ
い
て

①
高
田
本

石
碑
＆
木
像

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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二
頁

②
琳
阿
本

石
碑
の
み

③
康
永
本

木
像
の
み

○
畳
の
描
き
方
に
つ
い
て

①
高
田
本

十
四
場
面
中
九
場
面
（
六
割
四
分
）

②
琳
阿
本

十
四
場
面
中
七
場
面
（
五
割
）

③
康
永
本

十
六
場
面
中
三
場
面
（
一
割
八
分
）

を
挙
げ
ら
れ
な
が
ら
、
廟
堂
建
立
の
推
移
、
畳
の
描
き
方

の
変
遷
、
宮
崎
円
遵
先
生
の
指
摘
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
、

事
細
か
に
高
田
本
の
史
実
を
論
証
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
清
水
谷
先
生
は

『
親
鸞
伝
絵
』
三
本
の
詞
書

、

き
と
絵
を
比
較
す
る
と

「
六
角
夢
想
の
場

「
熊
野
霊

、

」
、

告
の
場

「
臨
終
の
場
面
」
に
お
い
て
、
高
田
本
の
原
初

」、

性
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
た
後

高
田
本

親

、

『

鸞
伝
絵
』
に
描
か
れ
た
各
場
面
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

本
年
も
各
分
野
の
先
生
方
を
お
招
き
し
て
、
広
い
視
野

か
ら
の
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
五
日

間
を
ご
縁
と
し
て
、
仏
教
や
真
宗
に
関
し
て
新
た
な
視
点

を
得
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
自
ら
の
今
後
の
歩
み

に
様
々
な
示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
文
化
講
座
で
、
法
主
殿
よ
り
第
百
回
が
近
づ
い

て
い
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
後
の
第

百
回
開
講
に
向
け
て
、
法
主
殿
の
御
意
向
を
承
り
な
が
ら

準
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
仏
教
文
化
講
座
主
監

松
山

智
道
）

※
善
念
上
人
は
善
然
と
も
書
き
、
顕
智
上
人
門
弟
の
善
念

は
、
奥
州
伊
達
善
然
房
の
こ
と
で
、
ど
ち
ら
で
書
い
て

。

（

）

も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

高
田
の
法
流

全
国
組
長
会
報
告

全
国
組
長
会
が
令
和
六
年
六
月
二
十
七
日
（
木
）
午
前

十
時
三
十
分
よ
り
宗
務
院
二
階
第
一
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
よ
り
四
十
六
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

法
主
殿
の
お
言
葉
後
、
宗
務
総
長
挨
拶
、
宗
議
会
報
告

が
行
わ
れ
、
続
い
て
庶
務
・
教
学
よ
り
各
種
案
内
後
、
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
愛
知
一
組
久
遠
寺
髙
山
様
よ
り
「
高
田
派
寺

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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二
三
頁

院
の
様
々
な
活
動
と
取
り
組
み
紹
介
」
と
し
て
発
表
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

第
三
十
回

法
話
発
表
会

開
催
日
時

九
月
五
日
（
木
）

午
前
十
時
よ
り
開
会
式

会

場

宗
務
院
二
階
第
一
会
議
室

法
話
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
僧
侶
に
な
っ
た
ば
か
り

の
方
や
、
日
頃
法
話
を
す
る
機
会
の
あ
ま
り
な
い
若
手
を

中
心
に
法
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
布
教
者
と
し
て
歩
ま
れ
る
方
を
応
援
す
る
行

事
で
す
。
是
非
、
ご
聴
聞
く
だ
さ
い
。

（
℡
〇
五
九
ー
二
三
二
ー
四
一
七
一
）

第
四
十
九
回

住
職
補
任
研
修
会
実
施
の
お
知
ら
せ

標
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
住
職
・
住
職
代
務
者
・
副

住
職
規
程
（
宗
規
第
十
七
号
）
に
よ
り
、
住
職
補
任
研
修

を
受
講
す
る
こ
と
が
、
住
職
及
び
副
住
職
補
任
申
請
の
必

須
条
件
で
す
。

住
職
及
び
副
住
職
を
拝
命
予
定
の
皆
様
は
、
早
め
に
受

講
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
教
師
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

研
修
予
定
日

令
和
六
年

十
月
八
日
（
火
）

十
二
時
頃
～

九
日
（
水
）
～
十
二
時
十
五
分
頃
、
解
散
予
定

研
修
内
容

・
真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

・
住
職
道
、
布
教
道

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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二
四
頁

・
宗
教
法
人
法

・
寺
院
規
則

・
声
明

・
法
式
作
法

・
現
状
と
課
題

申
込
み
方
法

指
定
の
申
込
書
を
令
和
六
年
九
月
八
日
ま
で
に
本
山
宗

務
院
教
学
課
宛
に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。研

修
費
用

二
○
，
〇
〇
〇
円
（
当
日
、
持
参
下
さ
い

）。

定
員二

十
名
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

詳
細
は
宗
務
院
教
学
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

〒
五
一
四
―
〇
一
一
四

三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九

真
宗
高
田
派
宗
務
院
教
学
課

宛

（

）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
九
－
二
三
二
－
四
一
七
一

（

）

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
九
ー
二
三
二
ー
一
四
一
四

令
和
六
年
度

第
二
回

布
教
伝
道
研
修
講
座

日

時

令
和
六
年
九
月
九
日
（
月
）

午
後
一
時

受

付

午
後
一
時
半

開
会
式

午
後
三
時
半

閉
会
式

会

場

高
田
会
館
ホ
ー
ル

講

師

荒
山

淳

師

真
宗
大
谷
派
名
古
屋
教
区
教
化
セ
ン
タ
ー
主
幹

テ
ー
マ

「
人
の
世
に
ぬ
く
も
り
あ
れ
」

主
催
：
真
宗
高
田
派
教
学
院
第
三
部
会

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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五
頁

令
和
六
年
度

第
二
十
九
回

研
究
発
表
大
会
案
内

教
学
院

教
学
院
研
究
発
表
大
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま

す
。

日

時

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
（
木
）

午
前
十
時

開
会
式

午
前
十
時
二
十
分

発

表

午
前
十
二
時
頃

終

了

会

場

高
田
会
館
ホ
ー
ル

発
表
題
と
発
表
者

一
「
真
宗
文
化
に
つ
い
て
の
考
察

ー
報
恩
講
お
非
時
の
役
割
ー
」

第
一
部
会

中
村

宜
成

研
究
員

二
「
地
域
の
多
文
化
共
生
と
真
宗
寺
院
の

役
割
を
考
え
る
」

第
二
部
会

上
田

英
典

研
究
員

三
「
証
文
類
」
に
引
用
さ
れ
た
経
文
に
お
け
る

「
正
定
聚
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て

第
三
部
会

吉
尾

真
祐

研
究
員

四
『
見
聞
集

（

涅
槃
経
云

）
を
め
ぐ
っ
て

』
『

』

第
四
部
会

佐
波

真

研
究
員

研
究
発
表
大
会
特
別
講
演

日

時

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
（
木
）

午
後
一
時
半
か
ら
午
後
二
時
半
ま
で

講

題

「
戦
国
時
代
の
高
田
専
修
寺
教
団
」

講

師

安
藤

弥

師

同
朋
大
学
文
学
部
教
授

主
催
：
真
宗
高
田
派
教
学
院

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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六
頁

本

山

行

事

予

定

（
九
月
・
十
月
）

九
月
五
日

第
三
十
回
法
話
発
表
会

九
月
十
九
日
～

二
十
五
日

讃
佛
会

十
月
八
・
九
日

第
四
十
九
回
住
職
補
任
研
修
会

十
月
十
七
日

第
七
十
五
回
檀
信
徒
研
修
会

十
月
三
十
一
日

第
二
十
九
回
教
学
院
研
究
発
表
大
会

下
付
金
の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
年
度
分
院
号
下
付
金
、
及
び
納

骨
壇
加
入
下
付
金
を
専
修
寺
正
味
財
産
に
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

（
令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
付
）

院
号
冥
加
金
、
及
び
納
骨
壇
加
入
冥
加
金

の
下
付
金
は
納
入
さ
れ
た
年
度
か
ら
、
五
ヵ

年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
専
修
寺
正
味
財
産

に
計
上
さ
れ
る
た
め
、
交
付
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
宗
務
院
財
務
課
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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七
頁

真宗教団連合2024（令和6）年度

教団連合被災地支援活動助成金交付要綱

１．趣 旨

真宗教団連合における被災地支援活動の一環として、加盟宗派及び現地で実

際に活動している加盟宗派関係団体、又は宗派と関わりのあるNPO法人等に対

して助成を行い、もって真宗教団連合憲章第３条に謳われる「人類永遠の福

祉」に貢献する。

２．交付対象団体

加盟宗派及び各派から推薦された宗派関係団体、又は宗派と関わりのあるNPO

法人等で、今後も継続して被災地支援活動を行う意思のある団体。

３．助成金交付対象活動（事業）

激甚災害に指定された災害の被災地を対象に実施した支援活動・事業

①被災地におけるボランティア活動 （例：復興支援、炊き出し、傾聴等）

②被災地の子どもを対象とした保養事業 （例：招待キャンプ開催等）

４．助成金額

当該事業に対する寄付金、助成金、参加費収入等を除く、主催者純負担額

（1,000 円単位切り上げ）について、１団体５０万円を上限に助成する。

※主催者負担の生じていない事業は助成対象外

５．申請期間

随時受付 令和6年度(2024年4月1日～2025年度3月31日)

６．申請方法

所属（推薦）宗派を経由して、真宗教団連合事務総局宛に申請。

７．提出物

①助成金申請書 ②事業収支書類 ③活動状況写真

８．助成方法

指定口座への振り込み （助成対象宗派・団体・NPO 法人名義の口座であるこ

とが条件）

９．助成時期

申請内容を事務総局にて審査の後、指定口座に送金する。

１０．その他

支援活動（事業）内容等を真宗教団連合ホームページへ掲載予定

【問い合わせ先】 真宗高田派宗務院内 真宗教団連合事務総局担当

三重県津市一身田町2819番地

T e l：059-232-4171

Mail：tassho-nakano@senjuji.or.jp

宗 門 の お 知 ら せ
宗 門 の お 知 ら せ

二
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八
頁

宗務院からのお知らせ

宗務院の執務日変更

・土曜日を休日とします。よって土曜日・日曜日・祝日が休日となります。

・執務時間（午前９時より午後４時）に変更はありません。

・従来のとおり、休日には職員１名が日直勤務を行います。

総合案内所 の電話番号変更（参拝課・納骨堂・進納所・宝物館）

・電話番号は059-232-7234に統合します。

・FAX番号は059-232-6112に統合します。

・年中無休と執務時間（午前9時より午後4時）に変更はありません。

・進納所の電話番号059-236-5701及びFAX番号059-236-5702は当面の間

転送を行いますが、いずれ不通となりますので、電話帳などの変更を早急

にお願いいたします。

以上

場 所 種 別 番 号

059-232-4171(代表)電話宗務院

059-232-1414庶務課・教学課・財務課・門室課 ＦＡＸ

059-232-7234電話
総合案内所

059-232-6112参拝課・納骨堂・進納所・宝物館 ＦＡＸ

059-236-3088電話

教学院
059-236-3091ＦＡＸ

お問い合わせ 宗務院庶務課

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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頁

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

真宗高田派共済会のご案内

●全寺院対象の共済制度●
真宗高田派共済会運営規程による各種制度

○見舞金
・本堂全焼及び全壊 １００万円
・本堂半焼及び半壊 ６０万円
・庫裏全焼及び全壊 ６０万円
＊ 災害を証明する書類が必要
・境内地並境内建物が災害を被った時は、２万円をお見舞いする
＊ 被害総額が100万円以上の場合となります

○祝金
・本堂新築及び改築 ６０万円
・本堂を除く境内建物の新築および改築 １０万円
＊ 工事費が１千万円以上の場合となります
＊ 高田派代表役員が発行した新築・改築の承認書と

工事契約書の写しが必要

○住職退職慰労金（住職の死亡から６ヶ月以内に申請のこと）
在任期間により給付金が異なります
・住職在任８０年以上９０年未満 ９０万円
・住職在任７０年以上８０年未満 ８０万円
・住職在任６０年以上７０年未満 ７０万円
・住職在任５０年以上６０年未満 ６０万円
・住職在任４０年以上５０年未満 ５０万円
・住職在任３０年以上４０年未満 ４０万円
・住職在任２０年以上３０年未満 ３０万円
・住職在任１０年以上２０年未満 ２０万円
・住職在任１０年未満 １０万円

○香料（退職から６ヶ月以内に申請のこと）
上記住職退職慰労金を適用する但し慰労金を支給された住職は該当しない

○真宗教学奨学金（毎年４月末日までに申請のこと）
・高等学校生及び真宗各派の専修学院生 月額 ２万円 若干名
・大学生及び大学院生 月額 ４万円 若干名

月額 ８万円 若干名

○奨励金（毎年４月末日までに申請のこと）
共済会が指定した学校学部に得度した者が入学したときに

４万円を支給します。
給付及び申請のお問い合わせは、下記の共済会担当までお尋ねください。

真宗高田派共済会 真宗高田派宗務院内
電 話 ０５９－２３２－４１７１ ＦＡＸ ０５９－２３２－１４１４

宗 門 の お 知 ら せ

二
九
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一
、
国
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代
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ふ
さ
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し
い
人
権
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識
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て
よ
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一
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
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一
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

一
、
病
気
・
部
落
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

一
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。
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